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持ちつ持たれつ、
おたがいさまで、動いていく

ギニア共和国大使館顧問、タレント

オスマン・サンコン
Ousmane Sankhon

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやSNSを通じて、さま
ざまな国際協力の情報を発信してい
きます。
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　46年前、日本にはギニア共和国大
使館がなく、私は大使館を設立するため
に来日しました。テレビに出たことをきっ
かけに、私もギニアも有名になりました
が、その一方で、貧しく厳しい状況の祖
国に自分は何ができるかを考えてきまし
た。テレビに出始めたころは、服などを
詰めた段ボール2 ～3箱を毎月2 ～3

回ギニアへ送っていました。その後は、
NPO法人ギニア日本交流協会を設立し、
ギニアに「サンコン小学校」やモスクを
建てるなどの活動をしています。
　文豪・山本有三に「米百俵」という
戯曲があります。幕末のころの新潟県
長岡市での実話がもとになっていると聞
きました。山本有三の記念館を訪れたと
き、お金よりも教育が一番であるという

「米百俵」を知り、まさに私が思う理念
であると感銘を受けたことを覚えていま
す。ボールペンや制服、新潟県長岡市
のお米などをギニアに送り、また2年前
には、日本人の友人の協力を得て、コン
テナでランドセルを送るなど、祖国の子

どもたちが勉強できる環境を整えるため
活動をしています。
　年に1回、ギニアに里帰りをしていま
すが、子どもたちの「笑顔」が私のやる
気につながっています。最近では、日本
語で「アリガトウ」と言われることもありま
した。また、一緒に田植えを行うこともあ
ります。驚くかもしれませんが、日本と同
様ギニアでも稲作をします。私も小さな
ころから水田に稲を植えていました。私
の息子も、ギニアの未来のため、日本と
ギニアの懸け橋になるため、農業を今、
日本で勉強しています。
　講演会に呼んでいただく機会には、

「国際化」や「家族の絆」をテーマにお
話をすることが多いのですが、その中で
も私が好きな言葉は「義理と人情」です。
「持ちつ持たれつ」が一番大切だと思っ
ています。
　昨年、旭日双光章をいただきました。
日本のためにもっとできることはないか、
ギニアのためにもっとできることはないか
と考え、「サンコン・プロジェクト」を立ち

上げようと準備しています。私がいなく
なったら終わり、の活動ではなく、ギニア
の人たちが主体となって続けていける活
動を目指しています。「医療」「農業」

「環境（ごみ問題）」「教育」の四つの
カテゴリーで活動を行うことを目標に、具
体的に何をやるべきか、今議論を重ね
ています。
 “私が一番ではなく、おたがいさまで動
いていく”。どちらが先進国で、どちらが
途上国だとか、そういうレベルで考えな
いで、同じ人間として、生き方やあり方を
相互に学び、理解し合っていくことが大
切だと思っています。

設立したNPOを通じて、祖国ギニアへの
支援を継続して行っている。ギニアだけ
でなくベナンなどへも服などを送ったりと
さまざまな活動を行っている
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